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小説の 文章 を 他の 文章から 区別す る 特徴 は、 小説の 

もつ 独特の 文章で はない。 なぜなら 小説に 独特な 文章 

とい ふ もの は 存在し ないから である。 

「雨が 降った」 こと を 「雨が 降った」 と 表 はすこと は 

我々 の 日常の 言葉 も 小説 も 同じ ことで、 「悲しい 雨が 

降った」 なぞと いふ ことが 小説の 文章で はない。 

勿論 雨が 「激しく」 降った とか 「ポッ ポッ」 降った 

とか 言 はなければ ならない 時 も ある。 併し 小説の 場合 



前述の やうに、 まづ 意慾が 働いての ち、 つづいて 表 

現が 問題と なる。 

一 般の 文章なら ば、 最も 適切に 分り 易く 表 はすこと 

が 表現の 要諦で ある。 マ J の 点 小説の 文章 も 変り はない。 

併しながら 小説に は 更に 別の 重大な 要求が あるた めに、 

必ずしも 適切に 分り 易く のみ 書く わけに いかない。 

即ち、 作家 は A なる 一文 章 を 表現す るに 当って、 A 

を 表現す る 意慾と 同時に、 小説 全体の 表現に 就て の 意 

慾に 動かされて ゐる。 A に 働く 意慾 は 当面の 意慾 に は 



違 ひない が、 実は 小説 全体に 働く 意慾 の 支流 の やうな 

ものである。 従而、 A なる 文章 は A として 存在す る 

と 同時に、 小説 全体の ための 効果から A として 存在す 

る 必要に せまられる。 つまり A として 直接の 効果 をね 

らうと 共に、 A として 間接の 効果 を ねらって ゐる。 の 

みならず、 単に 間接の 効果の ためにの み 書かれる 文章 

も あるので ある。 

そのために、 文章 を 故意に 歪める こと、 重複す る こ 

と、 略す こと、 誇張す る こと、 さらに は、 ある 意図の 

もとに 故意に 無駄 をす る こと さ へ 必要と な つてく る。 

ことに 近代文学に 於て、 文学が 知性的に なり、 探求の 



も つ と 納得の 出来る やうな 人生の 幻影 を 我々 に 与へ る 

やうに 努める であらう。 つまり 完全な 幻影 を 与へ る こ 

とこ そ 勝れた 写実 家 の 仕事な の だ 。 

のみならず、 世に 現実が 実在す ると 信ずる こと は 間 

違 ひで ある。 なぜなら 各人の 感覚 も 理性 も 同一 の もの 

を 同一に 受け 納れ はしない から。 A にと つて 美で ある 

ものが B にと つ て 醜で ある こと は 常に ありうる こと だ- 

その 意味で は 各人に めいめいの 真実が ある わけ だが、 

不変の 現実と いふ もの はない。 即ち 我々 はめい めい 自 

分の 幻像 を 持って ゐ るので ある。 

そして 芸術家と は、 彼が 学んだ そして 自由に 駆使す 



る ことので きる 芸術 上の あらゆる 手法 を もって、 この 

幻影 を 再現す る 人で ある。 けれども、 A の 幻影が B に 

納得され るに は甚 しい 困難が ある。 単なる 説明 や 一人 

合点の 誇張で は 不可能で ある。 そこに 芸術の 甚だ 困難 

な 技術が いる。 つまり 芸術家と は 自己の 幻影 を 他人に 

強 ふることの できる 人で ある。 

かやう に 最も 写実的な 作家で すら、 単なる 説明 家、 

写実 家で ない こと を 了解され たで あらう。 のみならず 

芸術家 をして 創作にから しめる 彼の 幻影と いへ ども 幻 

影と して 実在す る ものではなくて、 描かれて のち、 描 

かれた ものと して はぢ めて 実在す る ことができ るので 



度で あり、 文章の 迫真 力 や 脹カも 全て この 角度に よつ 

て 各々 の 方向 を 規定され てく るので ある。 そして この 

角度 こそ 文章 を 芸術と もなら しめる ものである。 

作品の 角度と は 即ち 作家の 意慾に 他なら ない。 

単なる 観察 (如何に 辛辣で あらう とも)、 単なる 思想 

(如何に 深遠で あらう とも)、 それ は 芸術に と つて 素材 



それで 充分 納得して、 その 微細な ニュアンスから ピエ 

ル の 全貌 を歴々 と 想像しながら 読了して しま ふ。 もし 

も 此の 同じ ピ ェ ルを ドスト エフ スキ ー が 取扱ったら ど 

うだらう、 まるで シャ ） ^フの やうに 書く かも 知れな 

い。 しかも 変人の シャ ー トフ も ざら にある ピエル も、 

結果に 於て 同じ やうな 人間な の だ。 

勝れた 作家 は 各々 の 角度、 各々 の 通路 を 持って ゐ る。 

通路 は 山と 海 ほどの 激しい 相違が ある けれども 到達す 

る処は 等しい。 同じ 人物 を ピエルと シャ— トフの 相違 

で 描いても、 要するに 全貌 を 現した あとで は 同じ もの 

になる。 モ ォパッ サン は ピエルの 方法で しか シャ ー ト 



作家の 意慾 は 文章より はじめて 小説 全体に 行き わた 

ると は、 即ち 逆に 小説の 文章 は A なる 文章と して ある 

と 同時に、 小説 全体の 中の A なる 効果と して あると い 

ふこと に 他なら ない。 のみならず、 小説 は 小説 全体と 

して 完成 さるべき ものであるから、 個々 の 文章が 如何 

ほど 独立した 完璧 を 示す にしても 小説 全体としての 完 

成 を 示さなければ 高く 評価す る こと はでき ない。 

従而 小説の 文章 は A として 直接の 効果 を 狙 ふよりも 

A として 間接に 働き、 直接の 効果 を 殺して 余裕 ある 歩 



み を 運ぶ ことが 多い。 けれども 斯様な 余裕が 如何 ほど 

深い 計算の 結果 選び出された もので あるか、 言 はずし 

て 想像し 得ら れ ると 思 ふ。 

たと へば 読者に 悲し さ を 伝へ るた めに、 作者が 鳴 乎 

と 溜息 を拽 したり、 すぐさま 悲しい と 告白した とする _ 

成程 読者 はこれ を 読んで、 作者が 悲しんで ゐ るな とい 

ふこと は 納得が ゆく。 併し 読者の 悲しみになる， J と は 

決してない であらう。 芸術に 於て 作者の 悲しみ は 読者 

の 悲しみと ならねば ならぬ ものであるのに。 

たと ひ 自己 を 描く 時 も、 作家 は 描く 自己と 描かれる 

自己の 二つの 人格 を 明瞭に 認識すべき ものである。 自 



彫りに ほり あがれば いいの だから。 

斯様な 計算 は、 人物の 性格に 就ても、 作者の 語りた 

い 心境に ついても、 思想に 就ても 同様で ある。 あわて 

ずに 計算の 極 をつ くし、 余裕 を もって 描くべき である _ 

たと ひ 慌ただしい 情景 を 描く に 当っても 作者が 慌てて 

はいけ ない。 作者 はあくまで 余裕 ある 計算 をつ くさね 

ばなら ぬ。 

然 らば 何事 を 計算す るか？ むろん 小説の 全体の 配 

分に 沿 ふて 現象 を 配合す る こと、 取リ あはす こと、 分 

離す る こと、 綜合す る こと、 それ も 必要で ある. その 

上、 我々 は 読者の 心臓 を 計算し なければ ならない。 即 



小説の 文章 は 独立した 文章と して 完成し、 なだらか 

に 美しく 一 種の 詩の 音律 美 を 具えて ゐても 値 打 を もた 

ない。 寧ろ それ は 芸術 を 殺して しまう ものである。 

小説の 文章 は 書く ベ き 事柄 を完膚 なく 書きつ くさね 

ばなら ない ので ある。 即ち、 作家の 角度から 選択され 

一 旦 書くべく 算出され た 事柄 は、 あくまで 完膚 なく 書 

きつく さねば ならない の だ。 たまたま 文章の 調子に 迷 

ひ 右 を 左と 書きつ くらう やうな 過ち は 犯して ならない 

ことで ある。 

真の 詩 は 言葉の 調子から は 生れない ものである。 ま 

ことの 詩 は 事実の 中に ひそんで ゐる。 バン ヂ ヤマン- 



コ ン スタン は 人性 を 知性に わりきった 極北に 詩 を 見出 

した。 ドスト エフ スキ— は 人性の 葛藤の 中に 詩 を 見出 

したので ある。 

(参考書) 

日本語に 読みうる ものに、 ァ ランの 「散文 論」 (作 

品 社 出版) が 最上と 思 ひます が、 そのほかに、 モ 

ォパッ サンの 「小説に 就て」 も 参考に ならう かと 

思 はれます。 これ は 同人の 小説 「ピエルと ジ ヤン」 

(岩波 文庫) 巻頭に 訳載され ております。 変った 

ところでは、 マルセル. プル ゥ ストの 文章論 なぞ 

は 如何 こわ は ク Les p-laisirs et les Jours" 及び 



が cllronique" (邦訳 も ある ことと 思 ひます が) な 

ぞに 種々 の 題目で 論じられ ております。 
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